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ICTが私の授業観を変えました！

2025.3.15
オープンセミナーより

講演の抜粋動画

①授業は、指導者と学習者が協力して創り上げるものであるから、
　どちらかの一方的な情報提供にならないことが大切である。

②授業は、学習者の分からないことが分かるようになるものであり、
　学習者同士で学び合うことが大切である。

③指導者は、学習者が分からないことは分からないと言える教室空間を創り、
　学習者同士が学び合える環境を整えることが大切である。

直山先生が授業で大切にしている３つのポイント

全国の先生方へ
　グローバル化社会とは、情報・人・もの・お金が国境を越えて行き交う社会であると認識して
います。デジタル技術の進展は、このグローバル化をさらに加速化させています。
　このようなグローバル化社会で私たちが豊かに生きていくためには、デジタル技術を効果的
に活用する力が不可欠です。すべての子どもたちが、 ICT機器を自らの課題解決のために活
用できる力を公教育で身に付けさせたいと思っています。



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

他者参照しながら
授業の振り返り

Google スプレッドシート

共同編集、他者参照、一覧化、相互フィードバック、データの可視化

1. クラスで共有したスプレッドシートに授業の理解度を入力

 （リアルタイムでグラフ化される）

2. 他者参照しながら授業の振り返りを入力

3. コメント機能を活用して学生が相互フィードバック

学生同士の相互フィードバックに加え、授業時間内に

教員が本時の学びを価値づけることで、学生の学習意

欲が高まり、次時への課題が明確になった。また学生

の振り返りの様子や内容から、学びが深まったことを

実感した。

・本時の学びを言語化して、自身の考えを明確にすること
・学習者が学び合いを通じて学習集団を創ること
・指導者が学習者の学びを把握し、次時の指導に生かすこと



【Key word💡】

直山先生の
授業解説⭐

【活動内容✏】

【ねらい👀】

AI活用

生成AIを活用した
授業のまとめ

Gemini

他者参照、AIフィードバック、

1. 授業の振り返りを記入したスプレッドシートを用意

2. クラス全員の振り返りを Gemini へ投入

3. Gemini による授業のまとめをリアルタイムで全体共有

本時の学びを第三者であるAIに総括してもらうこ

とで、学生はクラスでの学びを客観的に捉えるこ

とができた。その結果、学生は自身の課題と成

果を明確に把握し、次時以降の学習意欲を向上

させることができた。

・クラスの学びの成果と課題を明確にすること
・学習者の次時の学びへの意欲を高めること



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

音声入力で
英語の発音チェック

学生は自身の英語の発音が相手にどのように聞こえて

いるかを把握することで、発音、構文、文法などを客観

的に振り返ることができた。また友人からのフィードバッ

クを通して、トピックに対して効果的に意見を表明する

方法を学ぶことができた。

音声入力、相互フィードバック、他者参照、学習記録の蓄積

Google ドキュメント

1. トピックに対する自分の意見を英語で音声入力

2. 音声入力された英語を確認し、正しく発音できたかをチェック

3. 友人の内容確認し、コメント機能で相互フィードバック

学習者が自身の英語力を向上させるとともに、英語の学び方が
様々あることを知り、自身に合う学び方を見つけること



【Key word💡】

直山先生の
授業解説⭐

【活動内容✏】

【ねらい👀】

AI活用

生成AIによる
スピーチのフィードバック

Gemini

音声入力、AIフィードバック

1. Google ドキュメントにスピーチを音声入力

2. 音声入力された文章を Gemini へ投入

3. Gemini からのフィードバックをもとに

　 内容や文法などの見直しを行う

学生は、生成AIが作成した文法上正しい英文と

自身の英文を比較することで、様々な英語での

表現方法や言い回しを学び、語彙や表現の幅を

広げていた。

学習者が自身の英語力を向上させるとともに、英語の学び方が
様々あることを知り、自身に合う学び方を見つけること



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

Google ドキュメント

音声入力、学習記録の蓄積

1. 出題者は、指導者が設定した英単語を音声入力しながら説明

2. 回答者は、説明内容から英単語を推測

3. 学生は、質問内容を客観視して

　 分かりやすい説明に必要な要素を分析

音声入力しながら
英単語の説明

学生は、回答者が英単語を推測するために、どのよう

な説明をすればよいかを思考しながら発話していた。

友人と自分の説明内容を比較することで、より分かり

やすい説明の仕方を学び、具体例を挙げることの重要

性を理解していた。

英語で即興的に且つ、適切な質問をする力を身に付けること

学生は出題者と回答者のペアとなる



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

Google ドキュメント

音声入力、学習記録の蓄積

1. 出題者が、英単語をキーワードとして設定

2. 回答者は、キーワードを当てることを目標に、

　 音声入力しながら出題者に質問を繰り返す

3. 学生は、質問内容を客観視して効果的な質問を分析

音声入力しながら
20 Questions

出題者が設定した英単語を探るため、回答者は即興

的に英語で質問を繰り返していた。音声入力した質問

内容を共有することで、効果的な質問の仕方を学び合

うことができた。

英語で即興的に且つ、適切な質問をする力を身に付けること

学生は出題者と回答者のペアとなる



【Key word💡】

直山先生の
授業解説⭐

【活動内容✏】

【ねらい👀】

AI活用

生成AIと英会話

学生は自分の発した英語が相手にどう聞こえて

いるかを意識することで、発音、構文、文法など

を客観的に振り返ることができた。また日常生活

の隙間時間でできる、自分に合った英語力を向

上させる方法を探っていた。

個別最適化、AIフィードバック

Gemini

1. Geminiチャットを開き、音声入力機能で

     プロンプトを入力してGeminiに話しかける

2. 返答内容を、音声読み上げ機能を使ってリスニング

3. 1と2を繰り返しGeminiチャット上で英会話を展開

学習者が自身の英語力を向上させるとともに、英語の学び方が
様々あることを知り、自身に合う学び方を見つけること

ブラウザの言語を「英語」に設定しておく



【Key word💡】

直山先生の
授業解説⭐

【活動内容✏】

【ねらい👀】

AI活用

生成AIによる
例文作成

Gemini

AI、リアルタイムフィードバック

1. 英単語(routineなどの抽象名詞)の説明を自分で考える

2. 友人に英単語を説明

3. Geminiに英単語の説明の例文を作成してもらい、

　自分の説明とGeminiの例文を比較

授業では、物質名詞でなく説明の難しい抽象名

詞を扱った。学生は説明に苦戦をしていたが、

Geminiが作成した説明文を通して、様々な具体

例を提示することで分かりやすく説明できること

を理解した。

英語で即興的に且つ、適切な質問をする力を身に付けること

学生は出題者と回答者のペアとなる



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

Google ドキュメント

共同編集、他者参照

1. 指導者が英単語を5つ設定

2. 設定された英単語を使って、

　 ペアで起承転結のある物語を共同編集で作成

3. 他のペアの物語を参照して、自分たちが作成した物語と比較

友人と共有し
即興で作成した物語を比較

学生は、与えられた単語を用いて即興的に起承転結

のある物語を作成することに苦労していたが、ペアで

協力して作成することを楽しんでいた。また他のペアが

作成した物語を参考にして、様々な発想があることを

知り、楽しんでいた。

与えられた数単語を用いて、即興的に起承転結のあるストー
リーを英語で作る力を身に付けること

学生はペアとなる



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

他者参照しながら
調べ学習

Google スプレッドシート

共同編集、他者参照、調べ学習

1. 教育実習について調べたいことを各自で記入

2. 他者参照することで様々な視点を持つ

3. 調べる内容を明確にして Google 検索

学生は、他者参照することでいろいろな見方や考え方

があることに気付いた。教師は学級が学習集団として

高まっていることを実感した。学習集団とは、学習者が

学び合い、互いに高め合う集団である。

教育実習について事前に何を知っておくべきかを探り、
教育実習についての理解を深めること



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

ウェビングマップを活用して
話す内容を整理

学生は、ペアで話したことをもとにウェビングマッピング

を作成し、自分のスピーチ内容を整理してブラッシュ

アップしていた。さらにウェビングマップや動画を共有

することで、自分のスピーチ内容のさらなる改善しよう

としていた。

思考整理、動画作成、他者参照、プレゼンテーション

Google スライド

1. ペアでトピックについて対話

2. 自身が話したことをウェビングマップにまとめる

3. スピーチ動画を撮影し全体へ共有

4. 友人の動画を確認し、自分のスピーチをブラッシュアップ

英語で即興的、且つ適切に説明する力を身につけること。また
コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じた適切な内
容となるようにブラッシュアップすること



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

フィッシュボーンを活用して
自己紹介スライドを作成

Google スライド

思考整理、プレゼンテーション

1. ペアでトピックについて対話

2. 自身が話したことをフィッシュボーンで整理

3. スピーチ動画を撮影し全体へ共有

4. 友人の動画を確認し、自分のスピーチをブラッシュアップ

学生は、話した内容をフィッシュボーンに整理した。ま

たフィッシュボーンやスピーチ動画を共有したりするこ

とで、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に

応じたスピーチ内容にブラッシュアップしていた。

英語で聞いたり話したりする力を付けることや
適切に説明する力を身に付けること



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

KJ法を用いて
意見をまとめる

Google スライド

思考整理、共同編集、他者参照

1. 各個人が学習指導案に必要な要素を付箋に記入

2. グループで議論しながら要素を精選してグルーピング

3. 他のグループの作成したスライドを確認

学生は、グループごとにまとめたスライドを、グループ

間で共有することで理解を深めた。要素を構造化して

いるグループの様子を参考に、他のグループがそれに

倣って構造化を始めるなど、学びの深まりが見られ

た。

学習指導案に必要な要素を洗い出し、構造化することで、学習
指導案について深く理解すること



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

クラスの意見を集約し
グラフで可視化

1. 学生は、Google フォームに学習指導案に必要な要素を入力

2. 教師は、回答結果を Google スプレッドシートに

     エクスポートしてグラフで可視化

3. 教師は、グラフを分析して学生へフィードバック

学生は、複数の学習指導案のモデルを参考に、各自

が学習指導案に必要だと考える要素と、友人の考えた

要素を比較し、話し合うことで、学習指導案に必要な要

素と学習指導案作成の意図を理解していた。

意見集約、データの可視化

Google フォーム　×　Google スプレッドシート

学習指導案に何を記載すべきかを学生自身が自分たちで考え、学
習指導案は何のためにあるのかを理解すること



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

スピーチの相互評価の結果を
個別にフィードバック

1. クラス全体の前で1人ずつスピーチを実施

2. Google フォームでスピーチの評価を入力

3. 評価結果を Google スプレッドシートにエクスポートして情報整理

4. 評価結果を踏まえて、最終スピーチを修正して録画

学生は、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等

に応じたスピーチ内容や話し方であったかなどを相互

評価し、スピーチ内容や表現方法を改善することで、よ

り良いスピーチになるようにブラッシュアップしていた。

意見集約、データの整理、一覧化

Google フォーム　×　Google スプレッドシート

自身の考えや気持ちなどを整理し、
まとまりのあるスピーチをすること



【Key word💡】

【活動内容✏】

直山先生の
授業解説⭐

【ねらい👀】

他者参照しながら
自己紹介動画を作成

1. Chromebookのカメラで自己紹介動画を撮影

2. Google ドライブにアップされた友人の動画を確認

3. ブラッシュアップした自己紹介動画を再度撮影

学生は、自分のスピーチ動画を見直したり、友人の動

画を参考にしたりして、自分のスピーチ内容や表現方

法を何度も修正していた。その結果、最初のスピーチ

から大きく成長し、見違えるような変容を遂げた。

動画作成、他者参照、メタ認知

Chromebook

友人に自身のことをよく分かってもらえるような
自己紹介を英語ですること


